
 

 

 

 

 

やっぱりすごいよ６年生～なわとび交流会に向けて～ 
寒い季節も元気で過ごせるよう、木場小学校ではどの学年も縄跳びをしています。来週のなわと

び交流会に向け、各々ができる種目を増やしたり、できる種目では跳ぶ回数を増やしたりしていま

す。交流会に先立ち、1年生が6年生に縄跳びを教わりました。

個人技はもちろん8の字とびのお手本を見せてもらったり跳び方

のコツを教わったりし、「やっぱり6年生はすごい」と憧れのま

なざしでした。体育の時間は

もちろん休み時間も練習をし

ています。また縦割りグルー

プで8の字とびの練習をする

など、木場小学校での縄跳び熱は高まっています。 

交流会は、2月5日に3年生と5年生、7日に2年生と6年

生、1年生と4年生が行います。 

 

こころの勉強 
 自己主張が強くなる一方でうまく自分の感情が伝えられ

ずに、些細なことで友達とトラブルを起こすことが低学

年、中学年の子にはよくあります。そこで16日、2年生

が田中スクールカウンセラーと一緒に「こころの勉強」を

しました。まずは「ふわふわ言葉とちくちく言葉」につい

てです。言葉自体だけでなく言うときの表情や、語気から

も感情が伝わることを学び、「ふわふわ言葉でも言い方がき

つかったらちくちく言葉だ」ということを理解しました。

そのあとは「タッピングタッチ」をしました。2人一組になって互いの背中や頭を指先やグーでタッ

チするのです。田中SCはタッチの強さを「タッピング」「猫の足踏み」「象の鼻」「コアラの木登

り」と表現しましたが、子ども達はそれに合わせて、「ニャンニャ

ン」「トントン」「パオーン」など声を出しながら上手にタッピング

をしていました。素敵だったのは「タッチしていいですか」「強すぎ

ませんか」「気持ちいいですか」などと相手に声をかけていたことで

す。子ども達の表情からもとてもいいコミュニケーションがとれて

いたことが想像できます。気持ちがいいタッチも突然されるとびっ

くりします。話しながら力の加減をするのも大切なことです。自然

に相手の立場になって考え、言葉を選んでいたことにとても感心し

ました。ご家庭でもしてもらったらいかがでしょう。 

田中SCは隔週木曜日に勤務で、子ども達はもちろん保護者の皆さんとの面談もできます。お子

さんの心のことで気になること、子育てで心配がある方はどうぞ遠慮なく学校にご連絡ください。 

木場小だより 
教育目標：豊かな心と確かな学力を備えた、 

心身ともにたくましい児童の育成 
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新１年生に学校を案内しよう 

２８日、来年度入学する年長児を迎えて、1年生が「がっこ

うをしろうの会」を開きました。1年生は、楽器の演奏をした

り、できるようになったことを紹介したりしました。計算や

「くじらぐも」の音読、なわとびやコマ回しなどの紹介もあり

ました。そのあとは実際に年長さんにコマの回し方を教えよう

としたのですが、年長さんは慣れない環境でとても緊張しているよう

でしたので、まずは担任の先生に教えてあげました。校内を案内した

り校歌の紹介をしたり、プレゼントを渡したりしていくうちにだんだ

ん打ち解け、児童玄関での見送りの際には離れがたい表情でした。新

1年生が入学する日が待ち遠しいですねまた、久しぶりに会った子ど

も園の先生にも1年生が成長した姿を見せることができました。 

 

給食週間 
１月２４日～３０日は「全国学校給食週間」です。元々学校給食は地域食

材を多く使っていますが、この一週間は小松を始め石川県の「地域特産食

材」が意図的に献立に入っていました。太字の食材はどこの特産かわかりま

すか。詳しくは給食だよりに書かれていますので、コドモンをご覧くださ

い。たくさん食べて、元気に過ごしてほしいです。献立は以下の通りです。 

２４日：牛乳、大根サラダ、トマトカレー 

２７日：牛乳、ご飯、茎わかめの炒め物、若鶏の竜田揚げ、加賀丸芋のめった汁 

２８日：牛乳、ご飯、はりはり漬け、鯖の色つけ、くるま麩の卵とじ、ルビーロマンゼリー 

２９日：牛乳、バターロール、ブロッコリーとツナのペンネソテー、加賀白葱のクラムチャウダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木場潟環境フォーラム 

木場潟環境フォーラムは、市民や企業、学校、行政などが協力して行っている木場潟の水質改善や環

境美化に向けた様々な取組や調査研究の成果発表を通して更なる保全活動の推進を目指して毎年開催

されています。今年度は本校の４年生が学習の成果発表をすることになりました。また、日頃学校が

お世話になっている木場校区の皆様の表彰や、愛鳥に関する講演もあります。ぜひご来場ください。 

日時：令和7年2月16日（日曜日）13時30分～15時30分 

会場：こまつドーム 集会室 

内容〇木場潟環境整備促進期成同盟会会長表彰 

団体表彰   木場小学校星の城プロジェクト 様     個人表彰   山本 政廣 様    

  

〇第一部 調査研究発表 「学ぼう 守ろう 伝えよう 私たちの木場潟」 

   小松市立木場小学校4年生児童  

 

〇第二部 調査研究発表「2023, 2024年の酷暑、小雨の環境における木場潟の水質動態」 

金沢大学大学院 自然科学研究科 物質化学専攻 長尾誠也研究室   

 

〇第三部 特別講演  「ここを見て！レンジャーが教えるカモの見方講座」 

加賀市鴨池観察館 レンジャー 櫻井 佳明 氏 

         

 


